
陸上自衛隊第１２音楽隊メモリアルコンサート

こ
れ
は
、
社
協
合
併
２
０
周
年
記
念
胎
内
市
社
会
福
祉
大
会
の
第
２
部

演
奏
会
の
冒
頭
、
第
１
２
音
楽
隊
の
司
会
者
で
あ
る
矢
野
３
陸
曹
が

し
で
演
奏
を
見
つ
め
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
終
了
後
に
は
パ
ー
ト
ご
と
に
分
か

法
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

を
支
援
し
た
。

し
め
る
よ
う
来
場
者
へ
の
案
内
事
項
、
公
演
中
の
曲
紹
介
や
歌
唱
な
ど
全

っ
た
。
本
番
同
様
の
緊
張
感
溢
れ
る
雰
囲
気
に
部
員
た
ち
も
真
剣
な
眼
差

み
な
い
万
雷
の
拍
手
が
送
ら
れ
演
奏
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。」
と
し
て
い
る
。

た
第
１
２
音
楽
隊
（
隊
長　

１
陸
尉　

富
田
淳
子
）
に
よ
る
音
楽
演
奏
会

て
に
お
い
て
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
が
行
わ
れ
た
。

記
念
公
演
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
来
場
者
全
員
が
内
容
を
理
解
し
楽

新
潟
地
本
（
本
部
長　

１
陸
佐　

小
段
雄
三
）
は
１
１
月
８
日
（
土
）、

開
演
前
に
は
地
元
の
中
条
高
校
吹
奏
楽
部
員
が
リ
ハ
ー
サ
ル
見
学
を
行

れ
て
音
楽
隊
員
と
直
接
交
流
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
、
基
礎
練
習
や
演
奏

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
楽
器
の
響
き
や
音
色
、
リ
ズ
ム
を
堪
能
で

ゲ
ー
ム
曲
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
ザ
・
ド
リ

き
る
曲
や
誰
も
が
知
る
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
Ｊ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
大
人
気
の

フ
タ
ー
ズ
や
松
平
健
に
扮
し
た
隊
員
が
登
場
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出

に
来
場
者
は
手
拍
子
を
す
る
な
ど
大
盛
況
を
博
し
た
。
音
楽
隊
に
、
惜
し

自衛隊新潟地方協力本部

隊員に質問する学生 手話通訳と要約筆記 迫力の演奏

シロフォンデュオ 音楽隊へ花束贈呈 趣向を凝らした演出

新
潟
地
本
は
「
今
後
も
地
域
と
連
携
し
た
音
楽
演
奏
会
を
行
い
、
自
衛

胎
内
市
産
業
文
化
会
館
に
て
（
胎
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
行
わ
れ

「
や
の　

ゆ
み
で
す
。」
と
手
話
で
自
己
紹
介
を
披
露
す
る
と
、
来
場
者
か


